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26.酸化物高温超伝導体の 57FeMOssbauer効果

=ヒ仁コ 田 誠

YBa2Cu307_,は､ 超伝導の鋸界温度Tcが液体窒素の沸点77.3Ⅹよ り高 い

90Ⅹ親の高温超伝導体 であ り､ その物性研究は数多 く行われ ている. 本研究 では､

超伝導発現 に重要 な役割 を果 た していると考 え られ ているCuのサ イ トを､ メスバ

ウア-核種 であ り､ また縫性不純物原子 でもあるFeで置換 した試料 YBa2(C u

‥xFex)307_,を用いて､ 57Feメスバ ウア-測定 を行 い. Feをプ ローブ原子 と
して､ この物其 の物性 を推挽的に珊べ ることを 目的 としている｡

これ までの研究 で､ 試料の結 晶横道 は､ Feの低頚度佃 (xく0.04) では斜方 晶､

高濃度側 (x〉0.04)では正方 畠であ り､ またTcはFe濃度の増加 とともに低下す る

が, 約10方まで超伝導 を示す ことが判明 している｡

我 々の研究 童 では､ 起伝藩 を示す空 気 中焼成試料の塞温 でのメスバウアー スペ

ク トル は､ 四極子分封の価が2M/See(D-1成分)､ 1皿m/see(D-2)､ 0.5-0.3Jnm

/see(D-3) である3種雑の ダブ レッ トに分散す ることが出来､ この内､ D-3成分

は､ Cu(2)サ イ トを占めるhigh-spin状態のFe3'であ ることを以前 に報告 した｡

本研究 では､ D-3成分以外の成分がどの ようなサイ トにあるFeに対応す るかを調べ

るために結 晶軸の配 向試料を作鼓 し､ 親祭 きれ る ダブ レッ トの非対称弘度 か らFe

サ イ トの電場 勾配の主軸VzZの方 向を決定 した｡ そ して､ それに酸素濃度変化 に

よる ダブ レッ ト面積の変化を考鹿する ことによって､ Feの まわ りの磯煮配位 を考

えた｡ また､ 半導体 である急冷試料についても配向試料 を作黙 し､ 位気分穀 ピー

クの強度比変化 か ら､ この物文 中でのFe原 子の位気横道 を溝給 した｡

美顔 の措束､ x=0.01の試料の重温での スペク トル は､ D-1-3成分 に加 えて､ 四

極子分封の価 が約1.6mm/secのD-4成分 が存 在 し､ Vzzは､●それぞれ､ D･1-3成分
′

では C軸 に平行 であ り. D･4成分では C軸に垂直であ ると解釈できた｡ 同様の結束

は､ 放棄雰囲気 中で無処理 した試料につ いても得 られ た｡ 高殻乗濃度試料 ではD-

2,4成分が多 く､ 低殻乗務度試料 ではD･1成分が多いことよ り､ D･1成分 は. a,b
軸方向に各 1個づつ鼓索が配位 した4配位､ D-2成分 は､ octahedron6古己位 に対応

していると解釈 した. また､ 急冷 ･配向試料の測定の結果､ 斑気分殺 したD-3成分

の強度比変化 よ り､ Cu(2)サイ トのFe?斑気モーメン トの方向は､ C軸 に垂直であ

る ことがわかった. 超伝導試料についても､ 4.2lKで現れ る在気分裂成分に対 して

同様 な傾 向が叔療 され た｡
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